
































されたが，これらの事業のためにその都度事務局に船体構造解析プログラム開発室，生産

技術近代化開発室，新世代造船システム開発室が設けられた例があるが，そのほかは研究

部力斬掌した。
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新世代造船システム開発室平成4年度（1992）
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2．委員会

2.l.技術委員会・研究委員会及びその下部部会

(1)技術委員会・研究委員会

本会設立と同時に旧定款に基づき技術委員会が設置きれ，理事会又は常任理事会から諮

問きれた技術に関する事項を審議して答申することとなった。技術委員会の下部には研究

部会が設けられ，各部会毎に通し番号が付けられ，その頭にSRの記号を付けることとき

れた。これがいわゆるSR研究と言われるようになった所以である。

技術委員会は毎月1回定期的に開催きれ，常務理事が幹事となり研究部会毎に技術委員

1名が関与するようになっていた。

昭和37年9月27日に技術委員会は研究委員会に改組きれた。開催時期が不定期となり委

員数が30名以内とやや減少した程度で，内容的に大きな変更はなかった。

さらに平成の時代に入ってSR研究の方針を見直したのに伴い，研究委員会は定期的に

開催きれるようになり，現在の処ほぼ年3回開催きれている。また，各SR研究の中間報

告を聴取し，成果の評価を行う等，積極的にSR研究を指導する体制が整えられた。

（2）調査部会・企画部会

調査部会は昭和36年に技術委員会の下の一部会として設置され，昭和37年に技術委員会

が研究委員会へ改組きれた後も継続して設けられた。当初は実際的な調査活動が主であっ

たが（第2編事業の第4部，第6章参照)，昭和40年度以降はSR研究の課題の募集，選定

が主要な業務となった。

このため，昭和41年度には調査部会を改組し，構造，推進・運動性能，船体艤装，主機・

補機，機関艤装の5分科会が設けられ，新規課題の選定，継続中課題の審議等を行うよう

になった。その後，主機・補機・機関艤装をまとめて第4分科会とし，海洋開発の機運に

沿って海洋構造物の第5分科会が設けられた。

ざらに，平成元年にSR研究のあり方を見直すため，調査部会の中に幹事会を設けて

SR研究の基本方針を審議．作成し，課題を広く会員から募集する方式に改善した。これ

に伴い，平成2年度から調査部会の名称を企画部会に変更し，研究委員会のスタッフとし

ての位置付けを明確にした。また，常設の分科会は廃止して新規課題ごとに設けるように

変更きれた。

-17-














